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タト句

し

ん

り

ょ

つヽ

新
涼
や

若

葉

化 1

粧 ;

水ま

か

わ

た

頬糧

に

天
気
図
で
は
、
連
日
真

っ
赤

の
日
本

列
島
、
あ

の
ハ
ワ
イ
よ
り
暑

い
と
か
？

そ
ん
な
条
件

の
中
、
皆
さ
ん
集
ま

っ
て

く
だ
さ
る
の
か
気
掛
り
で
し
た
が
、
ル

ビ
ノ
京
都
堀
川
２
階
に
て
開
催
午
前
９

時
半
集
合
、
時
間
内
に
は
ほ
と
ん
ど
の

方
が
集
ま
リ

ロ
ビ
ー
は
盗
れ
る
ほ
ど
に

な
り
ま
し
た
。

実
行
委
員
長
　
　
西
　
澤
　
昭
　
造

第
１
部
櫻
井
さ
ん

の
司
会
か
ら
始
ま

り
、
昨
年
亡
く
な
ら
れ
た
会
員
さ
ん
等

の
黙
膚

の
後
、
主
催
者
代
表
木
下
理
事

長
挨
拶
と
御
来
賓

の
京
都
市
身
体
障
害

者
団
体
連
合
会
伊
吹
文
明
会
長

の
挨
拶

が
有
り
ま
し
た
。
話

の
中

に
は
き

よ
う

の
講
演

テ
ー

マ
に
ち
な
ん

で
食
に

つ
い

て
自
分

で
料
理
を
作

っ
て
居
ら
れ
る
と

か
？
　
一京
都
市
保
健
福
祉
局
障
害
保
健

福
祉
推
進
室
社
会
参
加
推
進
課
長
大
西

則
嘉
様
と
京
都
市
社
会
福
祉
協
議
会
事

務
局
長
平
田
和
洋
様
等
、
司
会
者
が
紹

介
す
る
時

に
舌
を
噛
む
ほ
ど
長

い
役
職

名

の
方

々
の
挨
拶
が
続
き
京
都
推
進
室

健
康
長
寿
企
画
課
課
長
補
佐

・
管
理
栄

養
士
大
西
美
仕
様

の

「健
康
長
寿

の
ま

ち

・
京
都
食
育
推
進
プ

ラ
ン
」
に

つ
い

て
健
康
長
寿
と
は

，
食
習
慣

・
食
事
作

り

。
食
生
活
指
針

・
食
か
ら
の
健
康

に

つ
い
て
等
１
時
間
超
講
演
が
有
り
そ
の

後
質
疑
応
答

で
は
、
梅
干
し
は
甘

い
の

か
塩
ぱ

い
の
か
ど
ち
ら
が
良

い
の
か
？

野
菜
嫌

い
は
ジ

ュ
ー
ス
で
は
？
等
講
師

の
方
が
返
答

に
困
る
事
も
有
り
ま
し
た
。

そ
の
後
本
日
の
実
行
委
員
長
役
を

い
つ

の
間
に
か
決
ま

っ
て
い
ま
し
た
此
方

の

閉
会
挨
拶

で
第
１
部
を
終
わ
り
ま
し
た
。

休
憩

の
後
１２
時
よ
り
下
村
さ
ん

の
司
会

で
第

２
部
交
流
会
が
ス
タ
ー
ト
小
坂
事

務
局
長

の
挨
拶

の
後

コ
ー
ラ
ス
や
わ
ら

ぎ
　
故
郷
は
今
も
変
わ
ら
ず

。
京

の
壬

生
ま
ち

・
夏

の
思

い
出
そ
し
て
コ
ー
ラ

ス
や
わ
ら
ぎ

で

一
番

の
持
ち
歌

（
い
つ

も
誰
か
の
た
め
に
）
を
皆

で
歌

い
ま
し

た
。

こ
の
曲
は
作
詞
作
曲
共

コ
ー
ラ
ス

や
わ
ら
ぎ

で
す
の
で
、
何
回
も
聞

い
て

い
ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ
印
税
は
と
気

に
な

り
ま
す
が
？
　
最
初
に
藤
原
先
生
が
ど

れ
だ
け

ハ
ー
モ

っ
て
い
る
か
聞

い
て
下

さ

い
。
と
言
わ
れ
た
の
で
み
ん
な
真
剣

に
耳
を
傾
け
て
聞

い
て
い
ま
し
た
。
川

端
さ
ん
の
乾
杯

の
発
声

で
交
流
会

ス
タ

ー
ト
、
今
年
か
ら
宴
席

で
は
な

い
の
で

お
酒
類

の
制
限
が
有
り
、
お
酒
好
き
の

方
に
は
不
満
が
多
か

っ
た
様

で
す
。
カ

ラ
オ
ケ
タ
イ
ム
で
は
、
各

テ
ー
ブ

ル
か

ら
歌
自
慢

の
方
が

マ
イ
ク
を
持
ち
楽
し

ん

で
居
ら
れ
ま
し
た
。
午
後
２
時
に
て

副
理
事
長
菅
浪
さ
ん

の
開
会

の
挨
拶

で

今
年

の
夏

の
研
修
会
を
終
わ
り
ま
し
た

（こ
こ
ら
で
よ
か
ろ
う
か
い
！

冒
郷
ど
ん
よ
２
）
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身
体
障
害
者
福
祉
団
体
、
横
浜
に
集
結
！

熱
い
議
論
に
、
熱
気
ム
ン
ム
ン
！

去

る
９
月

８
日
、
横
浜
市

に
お

い
て

「
第

５９
回
政

令

指
定

都

市

身

体
障

害

者

福
祉

団
体
連
絡
協
議
会
」

が
開
催

さ
れ

た
。午

前
８
時
、
京
都
市
身
体
障
害
者
団

体
連
合
会
の
日
野
主
席
副
会
長

・
奥
村

事
務
局
長

・
渡
辺
職
員
と
共
に
横
浜
市

に
向

っ
て
出
発
。
新
幹
線

・
在
来
線

・

半
時
間
の
徒
歩
の
末
、
会
場
の

「
パ
シ

フ
ィ
コ
横
浜
」
に
無
事
到
着
し
た
。

午
後
１
時
か
ら

「全
体
会
議
」
が
行

わ
れ
、
主
催
者

。
来
賓

の
挨
拶

の
後
、

昨
年
度
開
催

の
仙
台
市
福
祉
協
会
会
長

・

本
年
度

の
横
浜
市
連
合
会
会
長
が
議
長

団

に
選
出

さ

れ

て
、
審
議

に
入

っ
た
。

本
来
な
ら
ば
、
来
年
度
開
催

の
札
幌
市

福
祉
協
会
会
長
も
議
長
団
に
加
わ
る
の

が
恒
例

で
あ
る
が
、
先
日
の

「北
海
道

胆
振
東
部
地
震
」

の
影
響

で
札
幌
市

の

メ
ン
バ
ー
が
全
員
欠
席
さ
れ
た
為
、
２

名

の
議
長
団
と
な

っ
た
。

ま
ず
、
昨
年
度
開
催

の
仙
台
市
身
体

障
害
者
福
祉
協
会
事
務
局
長
か
ら
、
昨

年
度

の

『決
議
事
項
処
理
報
告
』
が
行

わ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
あ
と
午
後
２
時
か
ら
、
団
体
長

・

肢
体
障
害
者

。
視
覚
障
害
者

・
ろ
う
者

・

難
聴
者

。
内
部
障
害
者

の
各
分
科
会
に

別
れ
て
、
熱
心
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。

小
生
が
出
席
し
た

「肢
体
障
害
者
部

会
」
に
は
、
仙
台

・
千
葉

。
川
崎

。
新

潟

・
静
岡

。
名
古
屋

・
京
都

・
大
阪

・

神
戸

。
広
島

・
北
九
州

・
福
岡

・
横
浜

の
代
表
が
出
席
し
て
、
９
議
題
が
提
出

さ
れ
、
こ
れ
を

「駐
禁
除
外
証
関
係
」

「高
速
道
路

。
Ｅ
Ｔ
Ｃ
関
係
」
「障
害
者

用
駐
車
場
関
係
」
「
補
装
具

。
等
級

の

見
直

し
」
、

そ
し

て
当
京
都
市
が
提
出

し
た
Ｊ
Ｒ
旅
客
運
賃

の
割
引
対
象

の
見

直
し
」
に
集
約
し
て
議
論
さ
れ
、
す
べ

て
の
提
案
議
題
が
採
択
さ
れ
た
。

当
市

の
提
案
主
旨

は
、
「
現
在

の
身

体
障
害
者
手
帳
で
の
割
引
対
象
は
、
乗

車
券
と
急
行
券
だ
け
に
な

っ
て
い
る
。

し
か
し
、
現
実
に
は
急
行
は
ほ
ぼ
廃
止

さ
れ
、
実
質

『乗
車
券
』
だ
け
が
対
象

に
な

っ
て
い
る
と
言

っ
て
も
過
言
で
は

な

い
。
し
か
し
、
現
実

の
利
用

に
は

『特
急
券
』
は
不
可
欠
で
あ
り
、
さ
ら
に

車
椅
子
利
用
者
の
重
度
障
害
者
等
に
は

『多
目
的
室
』
や

『指
定
席
』
の
限
ら
れ

た
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
に
な
り
、
介
助
者

も
不
可
欠
と
な
る
。
そ
の
為
、
出
費
も

多
額
と
な
る
。
従

っ
て

『障
害
者
差
別

解
消
法
』
の
観
点
か
ら
も
、
介
助
者
を

必
要
と
す
る
重
度
障
害
者
が
健
常
者
と

同
様
の
感
覚
で
Ｊ
Ｒ
を
利
用
す
る
為
に

は
、
２
人
で
１
人
と
し
て
考
え
、
『グ
リ

ー
ン
料
金
』
は
贅
沢
だ
と
し
て
も
、
『乗

車
券
』
ム

特
急
券
』
。
指
定
席
券
」
は

半
額
に
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
１
人
で

移
動
が
不
可
能
な
者
に
対
し
、
２
人
分

の
料
金
を
請
求
す
る
事
は
、
『合
理
的

配
慮
に
欠
け
る
』
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

採
択
さ
れ
た
提
案
議
題
は
、
日
身
連

で
整
理
さ
れ
た
後
、
関
係
機
関
に

「要

望
書
」
と
し
て
提
出
さ
れ
る
が
、
１
回

で
要
望
が
通
る
事
は
少
な
く
、
根
気
強

く
要
望
し
続
け
る
事
が
必
要
と
な
る
。

さ
ら
に

「情
報
交
換
」
と
し
て
、
各

都
市
の

「結
婚
相
談
事
業
」
の
現
状
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
今
後
は
政

令
指
定
都
市
が
連
携
し
て
肢
体
障
害
者

の
結
婚
相
談
事
業
を
行
い
、
若
い
会
員

確
保
の

一
手
段
と
し
て
考
え
て
行
く
事

が
継
続
審
議
と
な

っ
た
。

２
時
間
の
分
科
会
は
あ

っ
と
言
う
間

に
終
了
し
、
午
後
４
時
か
ら

「全
体
会

議
」
が
再
開
さ
れ
、
各
分
科
会
で
の
審

議
内
容
が
報
告
さ
れ
、
満
場

一
致

で
承

認
さ
れ
た
。
ま
た
、
中
央
省
庁
や
各
地

の
地
方
自
治
体

で
の

「障
害
者
一雇
用

の

水
増
し
問
題
に
関
す
る
声
明
」
が
急
速

提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

議
長
団
が
解
任
さ
れ
、
午
後
５
時
３０
分

に
協
議
会
は
閉
会
し
た
。

午
後
６
時
か
ら
、
翌
９
日
に
開
催
さ

れ
る

『第
５９
回
政
令
指
定
都
市
身
体
障

害
者
親
善

ス
ポ
ー
ツ
大
会

（ボ
ウ
リ
ン

グ

こ

の
開
会
式

と
、
協
議
会
参
加
者

と
合
同

の
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
高
校

生

に
よ
る
中
国
獅
子
舞
や
カ
ラ
オ
ケ
大

会
が
行
わ
れ
、
１
日
目
を
終
了
し
た
。

９
日
は
会
場
を

「湘
南
と
う
き

ゅ
う

ボ
ウ
ル
」

に
移
し
、
１
チ
ー
ム
５
人

・

各
都
市
２
チ
ー
ム
ま
で
の
チ
ー
ム
対
抗

で
、
午
前
９
時
３０
分
か
ら
開
催
さ
れ
た
。

午
前
２
ゲ
ー
ム
、
午
後
２
ゲ
ー
ム
の

熱
戦

の
結
果
、
神
戸
市
Ａ
チ
ー
ム
が
優

勝
。
京
都
市
チ
ー
ム
は
、
当
協
会
か
ら

吉
田
隆

二

・
次
郎
丸
佳
央

・
小
坂
義
夫

の
３
選
手
が
出
場
し
た
が
、

１９
チ
‐
ム

中
１３
位

に
終
わ

っ
た
。
結
果
は
芳
し
く

な
か

っ
た
が
、
昨
年
は
人
数
不
足
に
よ

る
不
出
場
と

い
う
不
名
誉
な
結
果
に
終

わ

っ
た
だ
け
に
、
再

ス
タ
ー
ト
第

一
歩

と
言

っ
て
い
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

午
後

２
時
、
「
来
年

は
、
札
幌
市

で

ま
た
会
お
う
―
」
を
合

い
言
葉
に
、
各

各

の
都
市

へ
の
帰
路
に
着

い
た
。

年
に

一
度
、
全
国

の
肢
体
障
害
者
が

お
互

い
の
悩
み
や
問
題
を
共
有

で
き
る

こ
の
会
議
を
有
意
義
に
活
用
し
、
全
国

規
模

で
の
共
生
社
会
実
現

の
た
め
、
今

後
も
積
極
的

に
問
題
提
起
し
て
い
く
事

が
重
要
だ
と
感
じ
た
２
日
間

で
あ

っ
た
。

担
当
理
事
　
小

坂

義

夫
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竹スペンス タ

あ

っ
、
青

い
車
だ

＝
¨

こ
こ
に
記
述
す
る
内
容
は
嘘

・
偽
り

の
な

い
真
実
を
記
録
し
た
も
の
で
す
。

私
が
実
際
に
体
験
し
た

「
ス
ト
ー
カ
ー
」

の
実
態
を
読
ん

で
下
さ

い
。

二
年
前
、
淡
路
島

の
県
立
公
園
内

で

「緑
の
庭
園
」
と
題
し
た

「グ
リ
ー
ン
フ

ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。

三
ヶ
月
の
展
示
期
間

の
最
終
日
に
な

っ
て

「
行
き
た
い
」
と
の
衝
動

に
駆
ら

れ
て
出
掛
け
る
事
に
し
た
の
で
す
。

名
神
高
速
道
を
西

へ
走
行

の
折
は
、

必
ず
私
は

「名
塩
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
」

に
立
寄
る
。

こ
の
日
も
躊
躇
な
く
車
椅

子
用
駐
車
場
に
車
を
止
め
た
。

広

い
駐
車
場
に
は
車
が
多
く
賑
わ
う

中
、　
一
台

の
青

い
車
が
目
を
引

い
た
。

鮮
や
か
な
濃

い
ブ

ル
ー
の
車
体

で
、
私

の
車
か
ら
だ
と
左
側

の

「
は
す
向

い
」

と
な
り
、
滋
賀
ナ
ン
バ
ー
が
よ
く
読

み

取
れ
る
の
だ
。

道
路
を
隔

て
て
、
左
寄
り
に
三
台
目

の
止
め
方
は
違
和
感
も
な
く
、
気
に
留

め
な
か

っ
た
こ
の
車
が
、
ま
さ
か
、
私

を
追
跡
す
る

「
ス
ト
ー
カ
ー
」
に
変
貌

す
る
と
は
夢
に
も
知
ら
ぬ
事

で
し
た
。

次

の
休
憩
は

「淡
河
サ
ー
ビ

ス
エ
リ

ア
」
。

た
め
ら
う
事
な
く
車
椅
子
用
に
止
め

た
が
、
思
わ
ず
声
が
出
た
の
で
す
。

「
あ

っ
青

い
車
だ
Ｈ
」
と
。
目
の
前
に
、

名
塩
Ｓ
Ａ
で
見
た
同
じ
車
が
、
同
じ
三

台
目
の

「
は
す
向

い
」
に
置

い
て
あ
る
。

こ
れ
は
偶
然
だ
ろ
う
か
？

前

田

美

智

子

長

い
運
転
歴
を
持

つ
私

で
さ
え
も
奇

遇
に
感
じ
た
こ
の
光
景
…
。

意
図
的
な
も
の
が
あ
る
の
か
と

一
瞬
、

不
安
が
よ
ぎ

っ
た
。

自
動
販
売
機

の
横

の
ベ
ン
チ
に
座
り
、

缶

コ
ー
ヒ
ー
で
喉
を
潤
す
私

の
前

で
、

い
つ
の
間
に
現
れ
た
の
か
、
若
者
達
が

立
ち
話
し
を
始
め
た
。

男
二
人
、
女
二
人

の
四
人
組
が
楽
し

そ
う
に
談
笑
し
た
後
、
車

の
方

へ
と
戻

り
、
青

い
車
に
乗
り
込
む
の
を
見

て
驚

き
ま
し
た
。
四
人

の
顔
ぶ
れ
は
知
る
人

で
は
な
か

っ
た
け
れ
ど
、
私
に
強
く
不

信
感
を
残
す
の
は
何
故
だ
ろ
う
…
。

眼
下
に
う
ず
潮
を
眺
め
な
が
ら
明
石

大
橋
を
渡
り
、
観
覧
車

の
あ
る

「
ハ
イ

ウ

ェ
イ

。
オ
ア
シ
ス
」

で
遅

い
昼
食
を

取

っ
た
後
、　
一
抹

の
不
安
を
胸
に
出
発

し
た
。

こ
こ
の
駐
車
場
で
彼
等

の
存
在
を
確

認
出
来
な
か

っ
た
の
で
す
。
そ
の
事
が

妙
に
気

に
な
り
、
大
失
敗
を
や
ら
か
す

破
目
に
な

っ
た
。

県
立
公
園

へ
は
市
街
地
に
出
る
の
で

一
般
道
路

の
出

口
に
向
か
う
が
、
私
は

気
付
か
ず

に
高
速
道
を
突

っ
走

っ
て
い

た
の
で
し
た
。

洲
本
イ
ン
タ
ー
で
Ｕ
タ
ー
ン
を
と
、

懸
命
に

ハ
ン
ド
ル
を
握
り
、
ス
ピ
ー
ド

を
上
げ

て
い
た
そ
の
時
、
後
方
か
ら
、

凄

い
勢

い
で
追

い
抜
く
車
が
あ

っ
た
。

見
覚
え
の
青

い
車
が
疾
走
し
て
行
く
…
。

そ
し
て
、
洲
本
か
ら
引
き
返
し
て
走

る
私

の
車
を
、
再
び
猛

ス
ピ
ー
ド
で
追

い
抜
き
、
消
え
去

っ
た
滋
賀
ナ
ン
バ
ー

の
青

い
車
に
仰
天
し
た
¨

彼
等
は
引
き
返
し
て
来

て
い
る
Ｈ

そ
れ
な
ら
ば
、
行
き
先
は
私
が
目
的

と
す
る
公
園

の
筈
だ
。
こ
の
予
感
が
的

中
す
れ
ば

「
ス
ト
ー
カ
ー
」
は
確
実
な

も
の
と
な
る
。

ロ
ス
タ
イ
ム
で
、
や

っ
と
閉
館

の

一

時
間
前
に
到
着
し
た
私
は
、
急

い
で

「緑

の
庭
園
」
を
鑑
賞
し
た
。
そ
し
て
、
隣

接
す
る
物
産
店
内

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

一

体
み
し
た
が
、
夕
暮
れ
の
閑
散
と
し
た

店
内

で
談
笑
す
る
声
が
響

い
て
く
る
。

観
葉
植
物

で
仕
切
ら
れ
た
奥

の
テ
ー
ブ

ル
に
四
人
組
が
い
た
の
で
す
。

「
や
は
り
、
公
園
に
来

て
い
た
の
だ
」

と
、
尾
行
を
確
認
す
る
場
面

の
遭
遇
に
、

私
は
自
分

の
直
感
を
信
じ
る
事

に
し
た
。

淡
路
島

に
来
た
な
ら
、
是
非
と
も
、

大
塚
国
際
美
術
館

へ
立
ち
寄
り
た

い
。

鳴
門
北
イ
ン
タ
ー
近
く
の
大
き
な
リ
ゾ

ー
ト
ホ
テ
ル
に
飛
び
込
み
で

一
泊
す
る

事
に
し
ま
し
た
。

宿
泊
名
簿

に
記
入
す
る
私

の
後
方
で
、

急
に
ロ
ビ
ー
か
ら
出

て
き
た
数
人
が
、

フ
ロ
ン
ト

マ
ン
と
宿
泊
交
渉
を
始
め
て
、

Ｏ
Ｋ
が
出
る
と
私

の
横

で
記
帳
す
る
顔

を
見

て
、
た
ま
げ
た
。

青

い
車

の
連
中
と
同
じ
ホ
テ
ル
な
ん

て
シ

ョ
ッ
ク
が
大
き
過
ぎ
る
。
何
か
の

間
違

い
で
は
な

い
か
と
思

っ
た
程
に
。

部
屋
に
入
り
、
色

々
と
考
え

て
い
る

と
、
ふ
と
気
付
く
事
が
あ

っ
た
の
で
す
。

名
塩
と
淡
河

の
両
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
で

懸
念
し
た

「左

へ
三
台
目
」
と

い
う
車

の
置
き
方
が
、
タ
ー

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

で
は
な

い
か
と
思
え
た
。

そ
う
思
え
ば
心
当
り
が
着

い
て
眠
れ

た
ら
し
く
、
予
約
し
た
朝
食
を
不
意
に

す
る
寝
坊
を
し
て
し
ま

っ
た
。

空
腹
を
満
た
す
為
に
ラ
ウ
ン
ジ

で
コ

ー
ヒ
ー
を
飲
む
私

の
目
に
四
人
組

の
姿

を
捉
え
る
。

旅
人
が
出
発
し
て
誰
も

い
な
く
な

っ

た
静
か
な
ホ
テ
ル
内
に
、
彼
等
だ
け
が

残

っ
て
談
笑
し
て
い
た
の
で
す
。

私
は
覚
悟
を
し
ま
し
た
。
ス
ト
ー
カ

ー
を
す
る
な
ら
す
れ
ば
良

い
。
今
日

一

日
を
走

っ
て
、
走

っ
て
走
り
抜

い
て
や

る
日
　̈
ど
う
せ
京
都
ま
で

一
緒
だ
と
思

う
か
ら
と
腹
を
決
め
て
出
発
し
た
。

（次
号
に
続
く
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声
掛
け
合
っ
て

，

お
よ
そ
２
か
月
前

の
事

で
あ
る
。
バ

ス
を
降
り
て
か
ら
帰
る
途
中

の
道
を
歩

い
て
い
た
ら
、
不
意
に
声
を
か
け
ら
れ

た

「何
か
お
手
伝

い
し
ま
し
ょ
う
か
」

と
、
よ
く
見
る
と
子
供
自
転
車
に
乗

っ

た
小
学
２
年
生
ぐ
ら
い
の
子
供

で
あ

っ

た
。
思
わ
ず

「大
丈
夫
」
と
返
事
を
し
、

「有
難
う
」
と
こ
ち
ら
も
言
葉
を
加
え
た
。

も
う
、
自
分

の
家
が
す
ぐ
目

の
前
ま
で

帰

っ
て
来

て
い
た
か
ら
だ
…
…
。
近
所

の
子
か
な
と
思

っ
た
が
、
同
じ
町
内

の

通
り
の
家
に
は
入
ら
な
か

っ
た
の
で
、

他

の
地
域

の
子
供

で
、
た
ま
た
ま
通
り

掛
か
り
に
声
を
掛
け
て
く
れ
た

の
か
と

思

っ
た
。
と
、
同
時
に
市
肢
体
協
会
が

京
都
市
と
連
携
し
て
ほ
ほ
え
み
交
流
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
事
業

は
何
年
か
前
か
ら
取
り
入
れ
て
お
り
、

学
校
側
も
福
祉
授
業

の

一
環
と
し
て
力

を
入
れ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
私
た
ち
障
害
者
が
小

学
校
や
中
学
校

に
赴
き
、
子
供
達
に
障

害
者

の
生

い
立
ち
や
現
在

の
生
活
状
況

を
伝
え
た
り
し
て
い
ま
す
。
又
、
卓
球

バ
レ
ー
の
楽
し
さ
を
経
験
し
て
も
ら

っ

た
り
、
車

い
す
を
押
し
た
り
乗

っ
て
も

ら
い
な
が
ら
、
操
作

の
仕
方
を
体
験
し

て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
に
よ

り
少
し
で
も
障
害
者
に
対
す
る
理
解
が

深
ま
る
の
で
は
な

い
か
と
思

っ
て
い
ま

す
。
昨
年
は
１２
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。

私
も
数
校

で
す
が
、
子
供
た
ち
の
授
業

に
参
加
致
し
ま
し
た
。
講
話

の
中

で
、

街

で
障
害
者
を
見
か
け
て
困

っ
て
い
る

よ
う

で
し
た
ら

「何
か
お
手
伝

い
し
ま

し
ょ
う
か
」
と
声
を
掛
け
て
あ
げ

て
下

さ

い
と
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
声
を
掛

け
て
く
れ
た
あ

の
少
年
も
そ
の
事
業

に

参
加
し
て
く
れ
た
子
だ

っ
た
の
か
も
し

れ
な

い
な
ぁ
と
思

い
。
嬉
し
く
思

い
ま

し
た
。
後

で
残
念
だ

っ
た
と
思

っ
た

の

が
、
学
校
名
を
聞
く

の
を
忘
れ
た
事

で

し
た
。

そ
の
後
数
日
が
経

っ
た
頃
、
洛
南
会

館

へ
行
く
途
中
、
横
断
歩
道
を
歩

い
て

い
た
ら
、
中
学
１
年
生
ぐ
ら
い
の
少
年

３
人
が
通
り
が
か
り
に

「
大
丈
夫

で
す

か
」
と
私
に
声
を
掛
け
て
く
れ
て

「有

難
う
」
と
返
事
を
す
る
と
、
す
ぐ

「頑

張

っ
て
下
さ

い
」
と
言

っ
て
通
り
過
ぎ

た
。
子
供
達

の
自
然

の
気
持
ち

で
あ

っ

た
と
思
う
。
ま
た
、
私
は
市
バ

ス
を
乗

降
す
る
時
は
色

々
と
困
難
さ
が
あ
り
、

例
え
ば
乗
る
時
、
乗
客

の
方

に
助
け
て

も
ら
う
こ
と
が
多
く
、
乗
客

の
皆
さ
ん

に
ご
迷
惑
を
掛
け
て
い
ま
す
。
ま
た
最

近
、
私
を
見
か
ね
て
と
思

い
ま
す
が
、

バ
ス
が
停
車
し
た
時
運
転
手
さ
ん
が
、

私
が
降
り
る
よ
り
先

に
運
転
席
か
ら
路

上
に
降
り
て
待

っ
て
頂

い
た
事
が
２
回

も
あ
り
、
運
転
手
さ
ん
に
も
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
て
申
し
訳
な
い
と
思

っ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
み
ん
な
が
声
を
掛
け

合
う
こ
と
は
、
大
事

で
あ
る
と
思

っ
た
。

私
も
障
害
者

の
仲
間
と

コ
ー
ラ
ス
を
練

習
し
て
い
ま
す
が
。
そ
の
曲
目
で

「
ふ

る
さ
と
は
今
も
変
わ
ら
ず
」
を
歌

っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
歌
詞

の
中

で

「声
掛

け
合

っ
て
」
と
い
う
所
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
歌
は
、
東
日
本
大
地
震
が
発
生
し

て
、
そ
の
後
に
こ
の
歌
が
出
来
た
曲

で

す
。
こ
の
よ
う
に
声
を
掛
け
合
う
事
は

と
て
も
大
事

で
、
少
し
ず

つ
絆
が
広
が

っ
て
い
く
よ
う
に
思

い
ま
す
。
私
も
人

か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、

町
内

の
子
供
た
ち
を
見
た
ら

「
お
早
う
」

と
か

「
お
帰
り
」
と
声
を
掛
け
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ

っ
て
お
互

い
を
意
識
し
て
知
る
事
が
出
来
ま
す
。

多
少

の
絆
も
出
来
る
の
で
は
な

い
か
と

思

っ
て
お
り
ま
す
。
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